
1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会共催事業

令
和
4
年
9
月
11
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

於
坂
本
龍
馬
記
念
館
新
館
1
階
ホ
ー
ル

江
戸
時
代
の
高
知
城
下
町
は
、大

き
く
郭
中
・
下
町
・
上
町
に
分
か
れ

て
い
た
。
龍
馬
が
生
ま
れ
育
っ
た

上
町
エ
リ
ア
は
本
丁
筋
、
水
通
町
、

通
町
な
ど
と
東
西
に
細
長
い
町
割

だ
っ
た
。上
町
本
丁
が
祭
り
に
花
台

を
出
し
た
か
定
か
で
な
い
が
、水
通

町
は
花
台
を
出
し
た
記
録
が
あ
る
。

花
台
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
・
大
正
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ
た

山
車
（
だ
し
）
の
一
種
で
、
笠
鉾
・

花
鉾
と
も
い
う
。祭
礼
の
賑
わ
い
を

演
出
す
る
も
の
で
、
1
7
0
0
年

代
後
半
頃
か
ら
、歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃

に
ち
な
む
人
形
を
飾
り
、何
層
も
の

楼
閣
を
か
た
ど
っ
た
タ
イ
プ
の
花

台
が
登
場
し
た
。こ
れ
ら
の
花
台
は

担
い
だ
り
車
輪
を
付
け
て
引
い
た

り
す
る
も
の
で
、各
町
で
作
る
花
台

で
意
匠
や
大
き
さ
を
競
っ
た
。山
車

を
出
す
祭
り
は
主
に
都
市
部
で
行

わ
れ
、
全
国
各
地
に
あ
る
。

高
知
で
は
、
野
中
兼
山
が
失
脚

し
た
翌
年
の
寛
文
4
（
1
6
6
4
）

年
、
朝
倉
神
社
の
祭
礼
で
笠
鉾
二

基
を
出
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る

（『
南
路
志
』に
笠
鉾
の
絵
や
記
述
あ

り
）。
天
和
年
間
に
は
下
町
の
要
法

寺
町
が
潮
江
天
満
宮
の
祭
礼
に
笠

鉾
を
出
し
、
元
禄
12
（
1
6
9
9
）

年
に
は
比
島
神
明
宮
・
石
立
八
幡
宮

の
祭
礼
に
「
ダ
ン
ヂ
リ
」
が
出
た
。

寛
延
2
（
1
7
4
9
）
年
に
は
、潮

江
天
満
宮
の
祭
り
に
下
町
の
朝
倉

町
か
ら
花
台
の
願
い
が
出
、許
可
さ

れ
た
。
宝
暦
元
（
1
7
5
1
）
年
に

は
上
町
の
水
通
町
が
石
立
八
幡
宮

の
祭
礼
に
花
鉾
を
出
し
、天
明
年
間

に
は
下
町
の
八
百
屋
町
か
ら
出
た

花
台
の
久
米
仙
人
の
人
形
が
話
題

と
な
っ
た
。
文
化
3
（
1
8
0
6
）

年
に
は
、花
台
人
形
の
大
き
さ
や
数

に
規
制
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

花
台
人
形
が
隆
盛
し
て
い
た
様
子

が
わ
か
る
。花
台
の
出
る
神
社
は
い

わ
ゆ
る
城
下
町
の
範
囲
で
な
く
そ

の
周
辺
に
複
数
あ
る
が
、
1
8
0
0

年
代
に
な
る
と
城
の
堀
の
中
に
山

内
一
豊
な
ど
を
祀
る
藤
並
神
社
が
で

き
、
藤
並
神
社
の
花
台
が
注
目
さ
れ

る
花
台
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。

江
戸
時
代
中
後
期
以
降
、社
会
状

況
の
悪
化
に
と
も
な
い
、全
国
的
に

藩
祖
を
拠
り
所
に
体
制
を
再
構
築

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
る
。土

佐
で
も
初
代
藩
主
一
豊
の
2
0
0

回
忌
を
契
機
に
、
一
豊
夫
妻
と
2

代
藩
主
忠
義
を
祀
る
藤
並
神
社
を

創
る
。
こ
の
神
社
が
「
堀
の
内
側
」

に
作
ら
れ
た
と
い
う
の
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
。
藤
並
神
社
は
天
保
6

（
1
8
3
5
）
年
に
「
大
明
神
号
」

が
許
さ
れ
、翌
年
に
そ
れ
を
記
念
し

た
大
規
模
な
祭
り
が
行
わ
れ
る
。現

在
の
山
内
神
社
の
場
所
が
御
旅
所

と
な
り
、城
下
を
席
巻
す
る
お
な
ば

れ
が
行
わ
れ
る
。祭
で
は
村
々
の
芸

能
も
披
露
さ
れ
、10
万
人
以
上
が
集

ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
祭
り
に
登
場
す
る
笠
鉾
・
花

鉾
14
基
に
つ
い
て
、
囃
子
や
人
形
、

摘
画
の
数
の
記
録
が
あ
る
。花
鉾
と

笠
鉾
の
違
い
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

下
町
の
縦
堀
南
側
地
区
は
潮
江
八

幡
宮
に
出
し
、北
側
地
区
は
藤
並
神

社
に
出
し
て
い
る
。3
日
間
の
巡
行

ル
ー
ト
も
判
明
し
、追
手
筋
を
通
っ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
天
保
7

（
1
8
3
6
）
年
以
降
も
藤
並
神
社

の
祭
礼
は
続
い
て
い
た
と
思
わ
れ
、

こ
の
年
2
歳
だ
っ
た
龍
馬
も
、の
ち

に
は
花
台
を
目
に
し
た
か
も
し
れ

な
い
。

嘉
永
6
（
1
8
5
3
）
年
か
ら
明

治
6
（
1
8
7
3
）
年
ま
で
の
藤
並

神
社
の
祭
礼
記
録
を
見
る
と
、土
佐

に
は
政
治
的
な
混
乱
も
あ
り
な
が

ら
、町
人
は
毎
年
の
よ
う
に
祭
に
花

台
を
出
し
続
け
て
い
る
。潮
江
天
満

宮
の
祭
礼
に
出
た
花
台
の
絵
（「
土

佐
年
中
行
事
図
絵
」）
に
は
、
八
百

屋
町
の
武
市
甚
七
が
作
っ
た
仙
人

の
人
形
が
名
物
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
花
台
の
後
ろ
に
は

「
番
号
ヲ
表
ス
ル
モ
ノ
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
花
台
に
は
出
る
順
番
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
以
降
も
祭
り
に
花
台
は
出

る
が
、明
治
7
（
1
8
7
4
）
年
ご

ろ
か
ら
規
制
が
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。例
え
ば
明
治
10（
1
8
7
7
）

年
に
は
、花
台
を
出
す
の
は
「
無
益

の
失
費
」「
多
少
の
悪
弊
を
醸
長
」す

る
も
の
と
し
て
「
不
都
合
」
だ
と
さ

れ
て
い
る
。
明
治
28
（
1
8
9
5
）

年
頃
に
は
電
線
の
普
及
に
と
も
な

い
花
台
が
低
く
な
る
。
明
治
30

（
1
8
9
7
）
年
頃
か
ら
は
夏
祭
り

や
大
き
な
催
し
等
で
の
花
台
が
盛

ん
に
な
る
。
寺
田
寅
彦
は「
子
供
花

台
」の
存
在
を
記
し
て
い
る
。
以
後

の
花
台
は
、移
動
し
な
い
「
据
付
花

台
」「
定
置
花
台
」
に
移
行
し
、
江

戸
時
代
以
来
の
移
動
す
る
花
台
は

姿
を
消
し
た
。

明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
の
『
土

陽
新
聞
』
に
、
昔
隆
盛
し
た
も
の

と
し
て
花
台
の
記
事
が
あ
り
、
河

田
小
龍
の
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

花
台
の
囃
子
を
「
ト
ン
リ
ュ
ウ
」
と

表
現
す
る
が
、「
ト
ン
」
は
太
鼓
、

「
リ
ュ
ウ
」
は
胡
弓
の
音
を
表
す
も

の
で
は
な
い
か
。昭
和
9
年
生
ま
れ

の
男
性
の
証
言
に
よ
る
と
、昭
和
15

（
1
9
4
0
）
年
、
当
時
6
才
で
見

た
紀
元
二
千
六
百
年
の
祭
り
の
花

台
が
、最
後
の
花
台
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
治
44
（
1
9
1
1
）
年
、来
高

し
た
閑
院
宮
夫
妻
が
高
知
公
園
で

見
た
花
台
は
「
据
付
花
台
」
だ
と
思

わ
れ
る
。
大
正
11
（
1
9
2
2
）
年

に
東
宮
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
が
行

啓
し
た
際
に
は
、「
古
式
花
台
」
を

台
覧
し
た
と
新
聞
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
時
の
花
台
は「
土
佐
名
物

花
台
」
と
し
て
、古
い
絵
は
が
き
に

姿
を
と
ど
め
て
い
る
。

「龍馬が七歳だったころ―天保期の土佐の社会とくらし―」展　記念講演会

「龍馬の時代の高知城下町
　　～城下の風流「花台」を中心に～」

横山　和弘 氏（高知県立高知城歴史博物館副館長兼教育普及課長）

企画展



飛　騰　No.125・2

治
運
動
を
始
め
る
。
久
坂
は
薩
摩
の
樺

山
三
円
、
土
佐
の
武
市
半
平
太
ら
と
横

の
つ
な
が
り
を
作
り
（
横
議
横
行
）、お

の
お
の
の
藩
を
天
皇
の
命
で
動
く
よ
う

に
し
よ
う
と
す
る
。武
市
は
帰
国
し
、土

佐
勤
王
党
を
作
る
が
、
血
判
状
は
原
本

が
な
く
、信
憑
性
に
欠
け
る
。血
盟
者
の

8
人
ま
で
は
江
戸
、
9
人
目
か
ら
は
土

佐
だ
が
、
9
人
目
が
龍
馬
と
い
う
点
も

怪
し
い
。
龍
馬
が
い
つ
尊
王
攘
夷
思
想

に
「
感
染
」
し
た
か
と
い
う
と
、武
市
の

使
い
と
し
て
長
州
の
久
坂
に
手
紙
を
届

け
に
行
っ
た
時
だ
ろ
う
。
当
時
の
長
州

は
久
坂
の
思
い
通
り
勤
王
一
色
に
な
ら

ず
、
長
井
雅
楽
の
「
航
海
遠
略
策
」
に

よ
っ
て
政
局
に
進
出
し
て
い
た
。
時
の

孝
明
天
皇
も
内
々
で
は
開
国
を
避
け
ら

れ
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
開

国
の
勅
許
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
で
攘

夷
主
義
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し

こ
の
ま
ま
で
は
天
皇
の
威
厳
を
保
て
な

い
た
め
、長
州
の
航
海
遠
略
策
に
乗
ろ
う

と
し
て
い
た
。
久
坂
は
こ
れ
を
嘆
き
、長

州
に
来
た
龍
馬
に
尊
王
攘
夷
の
集
中
セ

ミ
ナ
ー
を
10
日
ほ
ど
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

土
佐
や
長
州
は
無
理
で
も
、
薩
摩
は

攘
夷
の
た
め
に
動
く
と
思
わ
れ
て
い

た
。
龍
馬
は
武
市
に
説
い
た
が
武
市
は

乗
ら
ず
、龍
馬
は
文
久
2
年
、薩
摩
の
挙

兵
計
画
に
参
加
し
よ
う
と
脱
藩
し
た
。

し
か
し
薩
摩
の
島
津
久
光
は
挙
兵
す
る

レ
ジ
ュ
メ
冒
頭
に
あ
る
画
像
は
、『
楢

崎
剛
十
郎
の
手
紙
と
そ
の
生
涯
』
の
口

絵
で
、坂
本
龍
馬
筆
と
さ
れ
る「
令
窮
皇

国
（
皇
国
を
窮
め
し
む
）」
と
い
う
書
。

楢
崎
剛
十
郎
は
慶
応
二
年
に
起
き
た
第

二
奇
兵
隊
脱
走
事
件
に
お
い
て
、
脱
走

を
止
め
よ
う
と
し
て
斬
り
殺
さ
れ
た
人

物
。
こ
の
書
を
故
土
居
晴
夫
氏
に
見
せ

た
と
こ
ろ
、「
皇
国
な
ど
と
い
う
言
葉
を

龍
馬
は
使
わ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
自

分
も
こ
の
書
は
偽
物
だ
と
思
う
が
、
今

に
な
っ
て
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
。

幕
末
の
思
想
的
な
出
発
点
は
「
尊
王

攘
夷
」
で
、
後
期
水
戸
学
か
ら
出
て
い

る
。「
尊
王
」
は
、日
本
は
野
蛮
な
外
国

と
違
い
「
皇
室
」
と
い
う
一
本
の
筋
が

通
っ
て
い
る
、
と
い
う
国
体
論
。「
攘

夷
」は
国
防
論
。
こ
れ
を
合
わ
せ
た「
尊

王
攘
夷
」
が
、
日
本
中
に
広
ま
っ
て
ゆ

く
。
会
沢
正
志
斎
の
「
新
論
」
に
は
、皇

室
を
世
界
の
核
と
す
る
神
国
思
想
が
よ

く
表
れ
て
い
る
。
長
州
藩
は
赤
川
淡
水

（
佐
久
間
佐
兵
衛
）や
吉
田
松
陰
を
通
し

て
、
尊
王
攘
夷
論
の
影
響
を
強
く
受
け

た
。
も
と
も
と
長
州
は
お
と
な
し
い
藩

で
、
薩
摩
や
土
佐
の
よ
う
に
有
志
大
名

と
し
て
国
政
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。

ペ
リ
ー
来
航
時
、
剣
術
修
業
の
た
め

江
戸
に
い
た
龍
馬
は
、
父
宛
の
手
紙
に

「
異
人
の
首
を
取
っ
て
帰
る
」
と
書
い

て
い
る
。
こ
の
手
紙
は
坂
本
家
経
由
で

出
て
き
た
も
の
で
な
く
、
突
然
活
字
と

な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
、
半
々
ぐ
ら
い

で
偽
物
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

当
時
の
龍
馬
は
尊
攘
論
に
興
味
が
う
す

く
、
安
政
5
年
に
水
戸
藩
の
住
谷
寅
之

助
が
土
佐
の
国
境
で
龍
馬
に
会
っ
た

が
、「
龍
馬
は
時
勢
に
う
と
く
、
時
間

を
無
駄
に
し
た
」
と
日
記
に
書
い
て
い

る
。
長
州
の
久
坂
玄
瑞
は
英
語
学
習
の

た
め
江
戸
に
遊
学
す
る
。
輸
出
過
多
が

急
激
な
物
価
高
を
招
い
た
と
知
っ
た
久

坂
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
政

企
画
展

記
念
講
演
会
「
龍
馬
最
後
の
帰
郷
―
坂
本
家
と
川
島
家・中
城
家
―
」展

つ
も
り
は
な
く
、
勅
を
も
ら
っ
て
幕
府

を
改
革
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
徳

川
慶
喜
の
将
軍
後
見
職
、
松
平
春
嶽
の

政
事
総
裁
職
な
ど
が
実
現
し
た
。
勅
に

は
絶
対
的
な
力
が
あ
り
逆
ら
え
な
い
。

結
果
幕
府
も
攘
夷
期
限
を
決
め
て
実
行

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

龍
馬
が
池
内
蔵
太
の
母
に
宛
て
た
手

紙
に
は
「
朝
廷
は
土
佐
よ
り
父
母
よ
り

大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
神
国
思
想
の
影
響
が
見
え
る
。
小
説

等
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
実
際
に

は
龍
馬
で
も
こ
う
し
た
発
言
を
す
る
。

だ
が
、
勝
海
舟
や
横
井
小
楠
と
の
出
会

い
が
、
龍
馬
の
天
皇
観
を
変
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。
龍
馬
は
兵
庫
開
港
を
恐
れ

る
孝
明
天
皇
を
安
心
さ
せ
る
べ
く
、
神

戸
に
海
軍
操
練
所
を
設
け
よ
う
と
す
る

海
舟
の
下
で
働
い
た
。
し
か
し
佐
藤
与

之
助
と
連
名
で
海
舟
に
宛
て
た
手
紙
に

は
、
龍
馬
ら
が
外
国
船
を
全
て
打
て
と

の
天
皇
の
方
針
を
変
え
さ
せ
る
た
め
、

大
奔
走
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。長

州
藩
で
は
長
井
が
失
脚
し
、
成
算

を
考
え
ず
に
攘
夷
を
実
行
し
よ
う
と
す

る
久
坂
ら
が
実
権
を
握
る
。
藩
主
毛
利

敬
親
は
有
志
大
名
で
は
な
い
の
で
、
中

央
政
局
に
人
脈
も
無
く
、
久
坂
ら
に
振

り
ま
わ
さ
れ
る
。
外
国
船
を
砲
撃
す
る

も
、
禁
門
の
変
で
敗
れ
て
長
州
は
朝
敵

に
。
第
一
次
長
州
征
討
後
、高
杉
晋
作
・

桂
小
五
郎
ら
は
武
備
恭
順
を
藩
是
と
し

た
。薩

摩
は
こ
う
し
た
長
州
と
手
を
結
ぼ

う
と
す
る
。
龍
馬
は
桂
と
話
し
合
い
に

行
く
が
、桂
は
他
の
長
州
人
と
は
違
い
、

神
国
思
想
に
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
薩
摩

と
話
し
合
い
が
出
来
る
と
の
手
応
え
を

得
る
。
2
度
目
の
長
州
征
討
令
に
薩
摩

は
反
対
し
、
大
久
保
一
蔵
は
「
非
義
の

勅
命
は
勅
命
に
あ
ら
ず
（
自
分
た
ち
に

不
都
合
な
勅
に
は
従
わ
な
い
）」と
ま
で

述
べ
る
。勅
が
絶
対
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
は
危
険
な
考
え
で
あ
る
。
こ
の
言

葉
を
長
州
に
届
け
る
任
務
が
龍
馬
に
与

え
ら
れ
る
。
も
し
失
敗
す
れ
ば
提
携
ど

こ
ろ
か
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
水
泡
に

帰
す
か
も
し
れ
な
い
。
桂
と
い
う
窓
口

を
選
び
、
長
州
を
説
い
た
と
こ
ろ
が
、

同
盟
に
お
け
る
龍
馬
最
大
の
功
だ
っ
た

と
考
え
る
。
そ
れ
は
天
皇
の
政
治
利
用

を
、
薩
長
の
指
導
者
た
ち
が
共
有
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。

世
に
言
う
「
新
婚
旅
行
」
で
、
龍
馬

が
高
千
穂
峰
の
天
逆
鉾
を
抜
い
た
と
い

う
話
が
あ
る
。
原
理
主
義
的
な
神
国
思

想
な
ら
ば
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。
慶

喜
は
、
孝
明
天
皇
が
認
め
な
か
っ
た
兵

庫
開
港
の
勅
許
を
、
明
治
天
皇
の
代
に

な
っ
て
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
慶
喜
の

動
き
を
警
戒
し
た
薩
摩
は
武
力
討
幕
に

傾
い
て
ゆ
く
。
薩
土
盟
約
で
土
佐
が
大

政
奉
還
を
持
ち
出
し
、
薩
摩
に
待
っ
た

を
か
け
る
が
、
イ
カ
ル
ス
号
事
件
に

よ
っ
て
時
機
を
逸
す
る
。
慶
応
3
年
9

月
、桂
こ
と
木
戸
が
龍
馬
に
宛
て
た
、討

幕
を
舞
台
劇
に
た
と
え
た
手
紙
に
は
、

天
皇
は
登
場
し
な
い
。
同
じ
頃
、
薩
長

は
天
皇
を
「
玉
」
と
呼
ん
だ
。

明
治
16
年
発
表
の
『
汗
血
千
里
駒
』

で
は
逆
鉾
を
抜
い
た
の
は
妻
り
ょ
う

で
、
後
日
知
っ
た
龍
馬
は
怒
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
龍
馬
を
「
勤

王
の
志
士
」
に
祭
り
上
げ
る
た
め
の
苦

し
い
改
変
だ
ろ
う
。「
口
惜
し
い
」
と

怒
っ
た
り
ょ
う
は
、
い
く
つ
か
の
回
顧

談
を
残
し
、
そ
の
改
変
を
正
そ
う
と
努

力
し
て
い
る
。

一
坂

太
郎
氏
（
萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
）

令
和
5
年
1
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

於
坂
本
龍
馬
記
念
館
新
館
1
階
ホ
ー
ル

「
龍
馬
と
天
皇
と
長
州
」
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た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
ア
ジ
ア
に
も

植
民
地
を
拡
大
し
、
貿
易
の
拠
点
と
し

た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
に
お
け
る
清
の
敗
北

は
、
日
本
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
清
と
結
ん
だ
望ぼ
う
か厦

条
約
と
同
様
の
条
約
を
求
め
、
日
本
に

開
国
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
幕
府

は
広
く
国
内
に
意
見
を
求
め
、
結
果
と

し
て
幕
藩
体
制
は
弱
体
化
し
、
尊
皇
攘

夷
思
想
が
高
ま
っ
た
。

海
舟
が
提
出
し
た
建
白
書
「
愚
衷
奉

申
上
候
書
付
」
で
は
、
軍
制
改
革
、
人

材
登
用
、
訓
練
の
３
つ
を
課
題
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
加
え
て
軍
艦
が
必
要
だ

が
訓
練
不
足
の
た
め
、
ま
ず
江
戸
の
防

備
を
固
め
る
べ
き
と
す
る
。
次
い
で
出

さ
れ
た
２
通
目
の
建
白
書
は
よ
り
詳
細

で
、
第
一
に
下
情
を
汲
む
こ
と
が
で
き

る
者
を
上
に
立
た
せ
る
こ
と
、
第
二
に

軍
艦
建
造
の
必
要
性
（
莫
大
の
費
用
は

交
易
の
利
潤
を
充
て
、
税
金
を
使
っ
て

は
な
ら
な
い
等
）
な
ど
を
掲
げ
る
。

海
舟
の
『
氷
川
清
話
』
に
は
、箱
館
の

古
く
か
ら
商
人
の
町
と
し
て
栄

え
た
松
阪
市
に
は
多
く
の
豪
商
が

お
り
、
三
井
家
発
祥
の
地
の
ほ
か

旧
小
津
清
左
衛
門
家
、
旧
長
谷
川

治
郎
兵
衛
家（
重
要
文
化
財
）な
ど

が
現
存
す
る
。
松
阪
は
伊
勢
神
宮

参
詣
の
た
め
に
多
く
の
人
や
物
、

情
報
、
文
化
が
行
き
来
す
る
場
所

で
あ
っ
た
。

嘉
永
６
年
の
ペ
リ
ー
来
航
に
伴

い
、
勝
海
舟
は
海
防
に
関
す
る
建

白
書
を
２
回
提
出
し
て
い
る
。
海

舟
の
建
白
に
影
響
を
与
え
た
と
考

え
ら
れ
る
の
が
、
松
阪
の
豪
商
で

あ
り
蔵
書
家
で
も
あ
る
竹
川
竹

斎
、
そ
し
て
龍
馬
が
志
し
た
蝦
夷

地
開
拓
の
背
景
に
は
、
同
じ
松
阪

出
身
の
松
浦
武
四
郎
の
存
在
が

あ
っ
た
。

長
く
泰
平
の
世
が
続
い
た
江
戸

時
代
、
日
本
の
端
が
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
で
、
端
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
を
考
え
る
必
要
は
な
か
っ

特
別
展

記
念
講
演
会

「
海
舟
・
龍
馬
の
海
防
論
の
礎

―
伊
勢
国
松
阪
の
竹
川
竹
斎
と
松
浦
武
四
郎
」

豪
商
で
あ
る
渋
田
利
右
衛
門
が
、
自
分

に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
頼
る

べ
き
人
物
と
し
て
、
嘉
納
治
右
衛
門
と

竹
川
竹
斎
の
二
人
を
挙
げ
た
と
あ
る
。

竹
斎
の
弟
で
江
戸
の
商
家
竹
口
家
を
継

い
だ
信
義
も
海
舟
と
親
し
く
、
嘉
永
元

年
３
月
の
信
義
の
日
記
に
は
「
箱
館
之

人
（
渋
田
か
）」「
御
籏
本
鉋マ

マ

術
家
（
海

舟
か
）」
が
訪
ね
て
き
た
と
記
さ
れ
る
。

海
舟
は
た
び
た
び
土
産
を
持
っ
て
信
義

を
訪
ね
、
金
を
借
り
て
い
る
が
、
信
義

に
提
供
し
た
情
報
は
竹
斎
に
も
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
。
海
舟
は
嘉
永
３
年
５
月

に
初
め
て
竹
斎
と
会
い
、
安
政
２
年
に

は
海
防
体
制
見
分
の
た
め
伊
勢
を
訪
れ

た
海
舟
と
竹
斎
・
信
義
が
懇
談
、
竹
斎

か
ら
海
舟
に
太
刀
が
、
海
舟
か
ら
竹
斎

に
馬
上
銃
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
太
刀
は

海
舟
の
写
真
に
も
写
っ
て
い
る
。

竹
川
竹
斎
は
文
化
６
年
、
現
在
の
松

阪
市
射い
ざ
わ和
町
生
ま
れ
。
父
は
東
竹
川
家

６
代
目
当
主
で
本
居
宣
長
門
下
、
母
は

神
官
の
娘
。
竹
川
家
は
両
替
と
太
物
を

商
い
、
幕
府
御
為
替
御
用
方
を
務
め
て

い
た
。
竹
斎
自
身
は
諸
学
に
通
じ
た
博

覧
強
記
の
人
で
、
商
人
と
し
て
射
和
の

人
々
の
た
め
に
公
共
事
業
を
行
い
、
蔵

書
を
も
と
に
「
射
和
文
庫
射
陽
書
院
」

を
創
設
し
た
。
こ
れ
に
は
知
識
を
地
域

の
人
に
開
放
す
る
こ
と
で
農
商
が
盛
ん

に
な
り
、
ひ
い
て
は
富
国
に
つ
な
が
る

と
の
考
え
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
産
業
振

興
の
た
め
茶
・
桑
の
栽
培
を
勧
め
、
輸

出
品
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
ア

ヘ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
茶
や
絹
の
需
要
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
一
方
で
「
護
国
論
」「
護
国
後
論
」

を
著
し
て
開
国
・
通
商
を
主
張
、攘
夷
思

想
に
は
批
判
的
で
あ
り
、
幕
末
の
幕
閣

中
枢
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
小
栗
忠

順
や
ヘ
ボ
ン
、
パ
ー
ク
ス
ら
と
も
面
識

が
あ
り
、
パ
ー
ク
ス
と
面
会
時
に
ベ
ア

ト
が
撮
影
し
た
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

維
新
に
よ
り
幕
府
預
け
金
の
全
て
を
没

収
さ
れ
、
家
業
が
大
き
く
傾
い
た
。
明

治
15
年
74
才
で
没
、
墓
所
に
は
海
舟
揮

毫
の
篆
額
「
竹
川
竹
斎
翁
之
碑
」
が
刻

ま
れ
た
顕
彰
碑
が
建
つ
。

「
護
国
論
」
で
は
、
輸
出
品
が
不
足

し
た
場
合
に
は
金
銀
が
流
出
す
る
た
め

穏
便
に
断
り
、
強
い
て
求
め
ら
れ
れ
ば

打
払
い
も
や
む
な
し
と
す
る
。
西
洋
式

軍
艦
は
輸
送
、
貿
易
に
役
立
つ
ほ
か
、

密
貿
易
の
取
り
締
ま
り
な
ど
に
も
利
用

で
き
、
そ
の
利
益
で
軍
艦
を
増
や
せ
る

と
説
い
て
い
る
。「
護
国
論
」は
幕
府
内

で
回
覧
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
た
こ
と

が
、信
義
宛
の
海
舟
書
簡
か
ら
わ
か
る
。

他
方
、
松
浦
武
四
郎
と
つ
な
が
り
の

あ
っ
た
龍
馬
に
つ
い
て
は
、海
舟
の「
幕

末
日
記
」
に
龍
馬
の
言
と
し
て
「
過
激

の
志
士
た
ち
数
十
人
が
み
な
蝦
夷
地
開

拓
に
発
奮
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
る
。

実
際
、
北
添
佶
磨
ら
土
佐
勤
王
党
の
一

行
が
蝦
夷
地
を
巡
り
、
北
添
は
武
四
郎

と
面
会
、
武
四
郎
宛
の
礼
状
も
残
っ
て

い
る
。
武
四
郎
は
志
士
た
ち
と
の
交
流

か
ら
「
新
葉
和
歌
集
」
の
再
版
や
、
竹

島
（
現
在
の
鬱
陵
島
）
の
重
要
性
を
訴

え
た
「
竹
島
雑
誌
」
の
出
版
な
ど
も
お

こ
な
い
、
海
援
隊
の
「
雄
魂
姓
名
録
」

に
は
、
武
四
郎
の
名
も
あ
る
。
龍
馬
の

志
は
甥
の
坂
本
直
、
直
寛
、
直
寛
の
孫

の
直
行
ら
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

山
本

命
氏
（
松
阪
市
松
浦
武
四
郎
記
念
館
長
）

令
和
5
年
3
月
4
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

於
坂
本
龍
馬
記
念
館
新
館
1
階
ホ
ー
ル

「
龍
馬
の
師
勝
海
舟
生
誕
二
百
年
」展



飛　騰　No.125・4

向
守
光
秀
の
謀
反
の
た
め
に
洛
中
は
本
能

寺
に
て
壮
烈
な
る
最
期
を
遂
げ
~
」
な
ど

と
語
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
戦
国
時
代
の
物

語
の
枕
詞
だ
。「
治
承
寿
永
の
御
時
に
~
」

は
源
平
合
戦
の
枕
詞
で
あ
る
。「
激
動
の
昭

和
史
」
と
か
も
そ
う
だ
。
そ
の
元
号
を
聞

く
と
歴
史
物
語
が
脳
内
で
再
生
を
開
始
す

る
の
だ
。「
時
は
西
暦
一
五
八
一
年
~
」で

は
講
釈
は
盛
り
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。
日

本
に
元
号
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。

賤
ケ
岳
の
合
戦
と
は
織
田
家
の
後
継
者

を
め
ぐ
り
宿
老
柴
田
勝
家
と
新
興
の
羽
柴

秀
吉
と
が
激
突
し
た
戦
い
だ
。
秀
吉
の
天

下
取
り
を
決
め
た
合
戦
で
も
あ
る
。
湖
北

の
山
々
に
布
陣
し
た
柴
田
軍
と
そ
の
南
側

に
対
峙
し
た
秀
吉
軍
の
陣
地
を
想
像
し
な

が
ら
、
天
正
十
一
年
五
月
二
十
日
の
そ
の

日
に
思
い
を
は
せ
た
初
夏
の
一
日
で
あ
っ
た
。

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会
〒 781-0262 高知市浦戸城山 830

TEL（088）841- 0001　FAX（088）841- 0015
mail:gendai-ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp

こ
ぼ
れ
話
ー

犬
歩
棒
当
記
（
五
十
）
ー

元
亀
天
正
の
頃

宮
川

禎
一

一
昨
年
の
七
月
、
滋
賀
県
の
湖
北
に

あ
る
賤
ケ
岳
に
リ
フ
ト
で
登
り
、
そ
の

雄
大
な
景
色
を
見
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
方
が
語
る
天
正
十
一
年
の

「
賤
ケ
岳
の
合
戦
」
の
顛
末
を
拝
聴
し
つ

つ
「
こ
れ
は
龍
馬
と
も
関
係
が
あ
る
話

だ
」
と
思
っ
た
。

「
元
亀
天
正
の
頃
」
と
は
親
戚
の
川

原
塚
茂
太
郎
へ
の
龍
馬
の
手
紙
（
推
定

文
久
三
年
八
月
）
に
で
て
く
る
フ
レ
ー

ズ
だ
。
茂
太
郎
さ
ん
に
坂
本
家
の
後
継

者
問
題
を
相
談
す
る
内
容
で
あ
る
。
勝

海
舟
の
も
と
で
海
軍
修
行
に
励
む
龍
馬

な
の
だ
が
、兄
権
平
か
ら
は
「
十
年
後
に

は
土
佐
へ
帰
っ
て
坂
本
家
を
継
げ
」
な

ど
と
言
わ
れ
た
龍
馬
が
そ
れ
を
断
っ
て

「
春
猪
に
婿
養
子
を
と
っ
て
」
と
茂
太
郎

さ
ん
に
頼
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
現
代

の
様
子
（
錦
江
湾
で
の
薩
英
戦
争
や
下

関
で
の
攘
夷
砲
撃
事
件
）を
受
け
て「
今

時
の
海
軍
修
行
と
い
う
の
は
元
亀
天
正

の
頃
の
武
士
の
よ
う
だ
（
実
戦
が
練
習

だ
か
ら
死
ぬ
か
も
）」
な
ど
と
書
い
て
い

る
。
龍
馬
の
認
識
は
「
い
ま
生
き
て
い

る
文
久
三
年
は
戦
国
時
代
の
最
盛
期
と

同
じ
だ
」
と
い
う
意
味
だ
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
信
長
・
秀
吉
の
活

躍
し
た
時
代
の
歴
史
物
語
、
た
と
え
ば

『
太
閤
記
』
な
ど
に
出
て
き
そ
う
な
フ

レ
ー
ズ
だ
。
講
談
師
が「
時
は
元
亀
天
正

の
頃
。
織
田
上
総
介
信
長
公
は
明
智
日

主君柴田勝家の身代わりに討死した毛受兄弟の墓
（長浜市余呉町）

2月14日　投稿分
筆まめな龍馬なので、
妻・お龍にもたくさん手紙を送ったはずです。
龍馬没後に焼いたとも言われ、
現存するのは1通のみとされています。
今日はバレンタインデー、
お龍との結婚発表は慶応2年2月です。

高知県立坂本龍馬記念館
@ryoma_kinenkan

特別展

4月16日（日）まで開催中！

Twitter

龍馬の師
勝海舟  生誕二百年展




